
自
己
点
検

支出先・
使途の把
握水準・
状況

事業終了後、補助事業者から提出された実績報告書に基づき、全ての経費について支出先、使途をチェックし
ている。したがって、事業目的の実現や効果の観点からの検証は行われている。

見直しの
余地

専門医の認定については、各関係学会ごとに基準を設けて行っているところであるが、その質の確保・レベル
の確保という観点から統一基準を設け、第三者的で公正な立場での専門医の認定仕組みを構築することは、医
療の質の向上と医療安全の更なる推進を図るうえで必要である。

予
算
監
視
・
効
率

化
チ
ー

ム
の
所
見

平成２２年度までの事業とされているところであり、平成２２年度についても予算の効率的な執行が図られるよう努めること。

補
　
記

100.0%

総事業費(執行ベース) 43

事業概要
（5行程度以
内。別添可）

各学会が認定する専門医について、その質の確保・レベルの確保という観点から、各学会で統一基準を設け、
第三者的で公的な立場での認定の仕組みを構築するため、
①専門医認定制度にかかる情報収集・分析
②専門医制度の評価・認定等に関する検討
③専門医研修認定施設の評価・調査者の養成 に必要な経費について財政的支援を行う。

実施状況

①専門医認定制度にかかる情報収集・分析
　わが国の専門医制度を推進するために参考となる諸外国の情報を収集・分析。全国各地域、各診療科におけ
る専門医の配置状況や各症例数、各学会の専門の認定状況等について基本領域学会を中心に調査。また、専門
医制度先進国である外国の専門医数、配置状況等についても調査・分析。
②専門医制度の評価・認定等に関する検討
　専門医の質を担保するために、各専門領域における専門医の認定要件について一定の基準を設けるための検
討を行った。専門医を養成するための研修プログラムについて各学会が作成しているプログラムの現状を調
査。また、そのプログラムが専門医研修のための要件を満たしているかどうかについて評価。
③専門医研修認定施設の評価・調査者の養成
　専門医研修を行うための研修施設の施設基準、症例数の基準、指導医の数等の体制についての評価・認定に
ついて、基本領域学会を中心に現状を調査・分析。専門医研修施設の訪問と評価の方法について、専門医制度
先進諸外国の現状を調査するため委員を派遣。

予算の状況
（単位:百万円）

19年度 20年度 21年度 22年度 23年度要求

予算額(補正後） 21 21 0

執行額 21

執行率

会計区分 一般会計 上位政策 －

根拠法令
（具体的な

条項も記載）
予算補助

関係する計
画、通知等

・平成21年4月1日医政発第0401008号「専門医制度
推進支援事業の実施について」
・平成21年5月21日厚生労働省発医政第0521001号
「医療関係者養成確保対策費等補助金、医療関係者
研修費等補助金及び臨床研修費等補助金の国庫補
助について」

事業の目的
（目指す姿を簡
潔に。3行程度

以内）

各学会が認定する専門医について、その質の確保・レベルの確保という観点から、各学会で統一基準を設け、
第三者的で公的な立場での認定の仕組みを構築し、もって、医療の質の向上と医療安全の更なる推進を図るこ
とを目的とする。

事業番号 84

　　　　　　　　　　　　　行政事業レビューシート　　　　(厚生労働省)

予算事業名 専門医制度推進支援事業
事業開始

年度
平成21年度 作成責任者

担当部局庁 厚生労働省医政局 担当課室 医事課 医事課長　村田善則



資金の流れ
(資金の受け取
り先が何を行っ
ているかについ

て補足する)
(単位:百万円)

厚生労働省

２１百万円

〔補助金の交付決定〕

A. 社団法人日本専門医制評価・認定機構

２１百万円

〔専門医制度推進支援事業の実施〕

Ｂ 株式会社マクロミル

３百万円

〔アンケート調査費〕

（一般生活者の専門医に関する意識調査）



計 0 計 0

計 0 計 0

D. H.

費　目 使　途 金　額
(百万円）

費　目 使　途 金　額
(百万円）

計 3 計 0

C. G.

費　目 使　途 金　額
(百万円）

費　目 使　途 金　額
(百万円）

役務費 アンケート調査費 3

計 21 計 0

B. 株式会社マクロミル F.

費　目 使　途 金　額
(百万円）

費　目 使　途 金　額
(百万円）

借料及び損
料

会場借料、カラーコピー機賃貸借
料

3

委託料 アンケート調査費 3

コピー用紙代、事業報告書印刷代
等

5

役務費
調査報告書発送料、妙録作成費
等

1

費目・使途
（「資金の流れ」
においてブロッ
クごとに最大の
金額が支出さ
れている者に
ついて記載す
る。使途と費目
の双方で実情
が分かるように

記載）

A. E.

費　目 使　途 金　額
(百万円）

費　目 使　途 金　額
(百万円）

謝金 講演等謝金 1

旅費 委員等旅費、諸外国視察旅費 8

需用費


